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理事会だより
４月22日(木)、14時から神奈川中小企業センタービ

ルにおいて開催された。
・第47期通常総会に提出する議案書が承認された。併せ
て行う研修会のテーマ・講師が左記のとおり決まった。
・賛助会入会を希望する１社の入会が承認された。

賛助会員の入会について
【ＡＩＧ損害保険株式会社 横浜支店】
横浜市港北区新横浜2-4-19 富士火災横浜ビル２階
TEL:045-277-3140 FAX:045-476-8179
支店長：相田彩子 課長代理：笠原 剛
事業内容：損害保険業 取扱商品:損害保険商品全般

会計監査の実施
４月15日(木)11時から組合事務所で澤田

監事、糀監事による会計監査が行われた。
辻総務委員長から令和２年度事業結果概

要として、新規組合加入の状況､｢ＳＤＧｓ
の取組み｣策定及び研修会・講習会等の実
績報告並びに決算内容の説明があり、質疑
応答の後、監事による会計帳簿、伝票類、
銀行口座残高の照合等のチェックが行われ
た｡慎重な審査の結果、会計処理は適正と
の表明が監事からなされ､石井理事長から
感謝の意が伝えられて終了となった｡

第47期通常総会等のお知らせ
日時 令和３年５月20日（木）14時～
会場 神奈川中小企業センタービル
14時～ 研修会＜対面方式のみ＞

「人材確保のための魅力ある工場づくり」
講師：社会保険労務士法人ことのは

社会保険労務士 益子英之氏
15時45分～ 第47期通常総会＜対面方式のみ＞
※「賛助会員との交流会」はありません。
※欠席の方は委任状(後日送付)提出をお願いします｡

鉄骨加工業概論の授業始まる
日本溶接構造専門学校鉄骨生産工学科２年生への「鉄骨加工業

概論」の講座が、４月13日から始まった。今年で12回目。毎週火
曜日13時から１時間半の授業で，前期14回が予定されている｡
講師は例年どおり、岸部、石井、小原各氏が順番に担当し、経

営者の立場からファブの技術､経営のあり方を展開していく。今年
の生徒は10人で、全員が男子、ファブの子弟は７人であった｡

初日は、岸部講師が鉄構業界の実態、不良鉄骨に対する品質確
保の歴史、相次ぐ災害への対応、溶接や構造の知識、資格取得の
意義など序論を
講義した。

今後は工場見
学も含め、講師
が交替で講義す
る予定。

Ｆabを訪ねて № 53 明日を考え、今日を行動する会社

京浜産業株式会社 久里浜工場 横須賀市内川2-5-34
代表取締役社長 酒匂雅喜（さこうまさき） 久里浜工場長 中沢健二
TEL 046-835-1301 FAX 046-835-1300 http://www.keihin-sangyo.co.jp

昭和21年創立以来､厚板では溶断事業､
製缶事業、機械加工事業を手掛け、コイ
ル部門では､レベラー及び２次､３次加工
(シャーからレーザーに至る)を充実し、
神奈川県下を中心に発展を遂げてきた。

今後も、３工場(久里浜・戸塚・追浜)
及び本社･北関東営業所の合計５拠点で､

普通鋼からステンレス・アルミに至
る塑性加工及び普通鋼製缶・機械加
工に至るまでの一貫総合加工センタ
ーを目指すとともに、久里浜工場で
は長年継続してきた手溶接の技術を
建築業界に活かすために、まずはＭ
グレード取得を年度内目指したいと
の抱負を語られた。

創 立 昭和21年10月10日

資 本 金 ６，０００万円

従業員数
(久里浜工
場､以下同)

９８名

加工能力 年１，８００トン

工場敷地 ２４，１２３㎡

工場面積 １０，５７０㎡

事業内容

鉄鋼溶断加工、
シャーリング、
溶接・機械加工、
鋼材の卸売

主取引先

佐藤商事㈱
東邦車輛㈱
㈱総合車両製作所
㈱美和テック
極東開発工業㈱

代表者人事 ４月 マイカ工業株式会社（相模原市） 糀 博史氏（代表取締役社長）

大型製缶物


